
東洋紡様は、1882年に紡績会社として発⾜して以来、幅広い分野へ事業を広
げ、現在ではフィルム、ライフサイエンス、環境・機能材、機能繊維分野を中⼼
に⾼機能素材をグローバルに展開されています。そして、2022年に創⽴140周
年を迎えたのを機に本社を移転。理想のオフィスを追求する中で、従業員への情
報配信もより魅⼒的な形に、拠点を超えてつながり合えるような形にしたいとの
思いから、リコーデジタルサイネージを導⼊されました。本社では、すっきりと
した⼼地よい空間をつくるためポスター類の掲⽰をできるだけ控え、各種情報を
リコーデジタルサイネージに集約。新オフィスの開放感を引き⽴てながら、多様
な情報を配信されています。本社に加えて全国の事業所にもリコーデジタルサイ
ネージを導⼊し、現在、本社と事業所を合わせて10拠点で運⽤しています。本
社発、事業所発、従業員発の情報をタイムリーに配信できる体制を整え、総務か
らのお知らせや新製品情報、さらに、新⼊社員紹介、従業員が参加したイベント
報告まで幅広く展開。コンテンツが会話のきっかけとなったり、他拠点の取り組
みを⾒て刺激を受けるなど、全国の拠点を横断する情報が全社的なコミュニケー
ションを促進しています。

導⼊前の課題

導⼊後の効果

本社では、すっきりとした⼼地よい空
間をつくるため紙の掲⽰物を原則禁⽌
としたい。

●

■ご導⼊機種︓リコーデジタルサイネージクラウドサービス
およびRICOH Digital Signage Type2  44台

Company Profile
■URL︓https://www.Toyobo.co.jp/
■所在地︓ ⼤阪府⼤阪市北区梅⽥⼀丁⽬13番1号 

⼤阪梅⽥ツインタワーズ・サウス
■事業概要︓

■従業員数︓3,063名（2024年3⽉31⽇現在）

●

●

リコーデジタルサイネージを全社展開し、本社と事業所の双⽅からタイム

リーに情報配信。距離を超えたコミュニケーションが活性化。

︕

︕

︕

東洋紡株式会社 様

全社的なコミュニケーションを活性化
したい。

情報更新の⼿間はできる限り抑えた
い。

リコーデジタルサイネージに各種情
報を集約し、オフィスの開放感を引
き⽴てながら多様な情報配信ができ
るようになった。

本社発・事業所発・従業員発の情報
をタイムリーに配信することで、全
社的なコミュニケーションが活性化
している。

操作がシンプルで、本社と事業所の
双⽅から⼿軽に情報更新ができる。

フィルム、ライフサイエンス、環境・機能材、機能繊
維分野における各種製品の製造、加⼯、販売。プラン
ト・機器の設計、販売。各種技術・情報販売。

RICOH
デジタルサイネージ

お客様導⼊事例

本社（コミュニケーションエリア） 敦賀事業所（⾷堂前）

東洋紡株式会社
総務部 総務グループ
宮⽥ 賢司 様



お客様導⼊事例をWEBサイトでご紹介しています。
https://www.ricoh.co.jp/products/line-up/digital-signage/case

リコーデジタルサイネージ

3大選定ポイント

①クラウド型なので遠隔配信ができる。
②操作がシンプルで⽇常業務の合間に作業がしやすい。
③費⽤対効果が⾼いと感じた。

記載内容は、2025年2⽉現在のものです。※本チラシ記載の会社名および製品名は、それぞれ各社の商号、商標または登録商標です。

東洋紡は2022年に創⽴140周年を迎えました。これを機に本社を移転し、今
まで以上に魅⼒的なオフィスをつくるため、従業員への情報配信もより魅⼒的
な⽅法に⼀新したいと考えたのが、デジタルサイネージに興味をもったきっか
けです。本社では、新オフィスの開放感を活かすためポスター類の掲⽰を原則
禁⽌とし、情報はデジタルサイネージに集約。さらに、全国の事業所にもデジ
タルサイネージを導⼊して、全社的に活⽤していけたらと思いました。

デジタルサイネージに興味を持たれたきっかけを教えてください。

リコーのデジタルサイネージ https://www.ricoh.co.jp/products/list/ricoh-digital-signage

https://www.ricoh.co.jp

コンテンツ例を教えてください。
【全社共通コンテンツ】
・TOYOBO NEWS
（新製品などの情報）
・社内イベント情報
・安全防災情報
・IT利活⽤情報
・社員研修の様⼦
・雪・桜など季節の情報 など

TOYOBO NEWS（全社共通）

事業所から全社への情報配信も増えているそうですね。

⼀番嬉しいのは、部⾨や拠点を超えて社内の交流が豊かになっていることで
す。これは、本社総務からだけでなく、全国の事業所発、従業員発の情報をタ
イムリーに配信できるようになった影響が⼤きいです。多様なコンテンツが、
会話のきっかけを⽣み出したり、他拠点への関⼼を引き出すことにつながって
います。そのほか、ペーパーレス化の促進や、割り込み配信による迅速な情報
提供も可能になりました。さらに、リコーデジタルサイネージの運⽤を通じ
て、全国の総務部の横のつながりが強くなり、他の業務でも連携しやすくなっ
たと感じています。

全社的にはどのような導⼊効果が⽣まれていますか︖

クラウド型なので遠隔配信ができることと、シンプルな操作性が決め⼿になり
ました。デイリーコンテンツや無料で使えるテンプレートが⽤意されており、
アフターサポートも充実していることを考えると、費⽤対効果は⾼いと思いま
す。

リコーデジタルサイネージを採⽤した決め⼿を教えてください。

本社の総務もクラウド型のデジタルサイネージを扱うのは初めてだったので、
リコージャパンにも相談しながら進めました。「カスタマーサクセス（稼働⽀
援サービス）※」では、本社と事業所の双⽅から効率的に情報更新を⾏うため
の具体的なアドバイスをもらえて良かったです。アドバイスも参考に、⼯程を
できるだけシンプルにした運営体制を構築することができました。

全社への展開はどのように進めたのですか︖

※カスタマーサクセス（稼働⽀援サービス）︓導⼊後のお客様へ、お客様の状況に合わせて
より効果的な活⽤⽅法をご提案する、リコージャパンのサービス。

新しいツールの導⼊に、最初はどうしても
不安を感じる事業所もあるので、全国の総
務を対象にオンラインで全社展開説明会を
開催し、活⽤に賛同してくれる事業所から
順次、導⼊を進めていきました。説明会で
は、操作がシンプルであることはもちろん
ですが、コンテンツ作りがプレッシャーに
ならないよう「本社からも遠隔配信するの
で⼤丈夫」と伝えたところ、それが⼀番の
安⼼材料となって、リコーデジタルサイ
ネージ導⼊に興味を持ってくれる事業所が
増えていきました。また、後から聞いた話

全国の事業所へスムーズに導⼊するにあたり、
⼯夫したポイントを教えてください。

東洋紡株式会社
総務部 総務グループ
篠崎 加奈 様

では、説明会でリコージャパンではなく、本社の総務が中⼼となって説明して
いる様⼦を⾒て、「私もできるかも」と思ってくれた⽅がいたとか。皆さんに
安⼼してもらいたくて、効果的なコンテンツの作り⽅など細かい点までマス
ターしておいて良かったと思いました。それから、説明会の実施後、イントラ
ネット上に総務担当者を対象としたコミュニティを作り、リコーデジタルサイ
ネージに関する質問を受け付けると同時に、「〇〇事業所にも導⼊されまし
た︕」「いよいよ△△事業所でも活⽤が始まります」という導⼊状況をどんど
ん発信していったことも効果的でした。徐々に導⼊に賛同してくれる事業所が
増え、最終的には⽬標としていた本社と事業所を合わせて10拠点すべてに導
⼊することができました。

設置場所を教えてください。
本社と事業所を合わせて全国10拠点で約44台を運⽤しています。

【本社限定コンテンツ】
・新⼊社員紹介
・社内カフェエリアの案内
・オフィスの注意喚起情報 など

【敦賀事業所限定コンテンツ】
・従業員が参加したイベント報告
・労働災害防⽌の呼びかけ
・採⽤情報
・地域のお祭り情報 ・桜開花情報 など

桜開花情報（敦賀事業所）

東洋紡株式会社
敦賀事業所 総務部
総務グループ 地域広報
東條 伊代 様

導⼊により本社ではどのような効果が⽣まれていますか︖
各種情報をリコーデジタルサイネージに集
約したことで、新オフィスの開放感を引き
⽴てながら多様な情報配信を⾏えるように
なりました。壁への掲⽰物をできるだけ少
なくしたいという当社の要望に応えて、リ
コージャパンが開発してくれた時計コンテ
ンツ※も役⽴っています。リコーデジタル
サイネージが時計を兼ねてくれるので、時
計を別途設置する必要がないほか、時間を
確認する度にコンテンツを⾒てもらえる効
果も⽣まれています。
※現在は標準サービスとして提供。

東洋紡株式会社
総務部 総務グループ
メールセンター⻑
荒⽊ 秀格 様

◀本社
（Concierge
総務部の窓⼝）

▶敦賀事業所
（総務事務所⽞関）

はい。リコーデジタルサイネージを使え
ば、事業所の取り組みを全社に向けてタイ
ムリーにPRできるので、敦賀事業所で
は、事業所内での取り組みや、雪景⾊、桜
の開花状況など地域発の情報を積極的に配
信しています。配信すると、拠点内外から
「⾒たよ︕」「情報更新を楽しみにしてい
ます」という反響が届くのが嬉しいです
ね。コンテンツをきっかけにこの事業所に
興味を持ってもらったり、他拠点の皆さん
との交流を深められたらと思っています。


